様式A-③
居住支援協議会伴走支援プロジェクト　市区町村主体部門
【Ⅰ．市区町村記入欄】
1. 地域の現状と課題
あなたのまちで「これは居住支援の課題だ」と実感した出来事や気づきをご記入ください。また、特に多い住宅確保要配慮者の属性や賃貸住宅市場の事情等、あなたの地域の特徴があればご記入ください。
【参考：居住支援協議会設立の手引きp42、基礎情報把握シート】
（居住支援の課題を実感した出来事）


（あなたの地域の特徴）






2. 本プロジェクトへの応募を決めた背景と、庁内の合意状況について教えてください。
「応募に至ったきっかけや経緯」及び本プロジェクトへの参加について「庁内で共有・調整している状況」があればご記入ください。
【参考：居住支援協議会設立の手引きp32～33】
（応募に至ったきっかけ・経緯）



（庁内での共有・調整状況）













3. 関係機関とのこれまでの連携と今後について
今まで一緒に考えたり動いたりしてきた関係機関・団体があれば教えてください。また、今後「連携してみたい」「巻き込みたい」と思っている関係機関・団体もあれば、理由とあわせてご記入ください。
【参考：居住支援協議会設立の手引きp34、44、基礎情報把握シート】
（これまでに連携してきた関係機関・団体）


（これから連携したい関係機関・団体）









4. 連携がうまくいかなかった経験について
これまで、庁内関係課や関係機関・団体と連携しようとしたものの、うまく進まなかったことがあれば教えてください。今振り返って「何が足りなかったか」「今だったらどうするか」と思うことがあれば、あわせてご記入ください。
（連携がうまく進まなかった経験）

（何が足りなかったか・今だったらどうするか）






5. 令和7年度末に目指す姿
関係機関・団体との関係や体制づくりがどのような状態になっていることを目指していますか？現時点で考えているイメージをできる限り具体的にご記入ください。




6. 市町村の取組みスケジュール（案）
本プロジェクトを通して、取り組みたい内容について具体的にご記入ください。
【参考：居住支援協議会設立の手引きp30～39】
	フェーズ
	時期
	取組み内容
	目的・狙い
	連携する関係機関・団体

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



7. 上記6の項目を実施する上でわからないことや、国（国土交通省・厚生労働省等）や都道府県、有識者から受けたい助言や支援についてご記入ください。







2

